
　
徳
島
大
学
理
工
学
部
は
伝
統
あ
る
工

学
部
と
、
総
合
科
学
部
に
含
ま
れ
て
い

た
理
数
系
学
科
を
２
０
１
６
年
に
再
編

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

文
字
通
り
、
理
学
の
セ
ン
ス
を
持
つ
工

学
者
、
工
学
の
セ
ン
ス
を
持
つ
理
学
者

を
養
成
し
て
い
ま
す
が
、
日
進
月
歩
で

進
化
す
る
現
代
の
科
学
技
術
に
お
い
て

は
、
そ
の
垣
根
は
極
め
て
低
い
と
い
っ

て
い
い
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
本
学

部
卒
業
生
が
活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
も

相
当
に
幅
広
い
の
で
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
導
入
教

育
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
が
合
格
発
表
か
ら
入
学
式
ま
で
の
間

に
行
う
、「
Ｓ
Ｉ
Ｈ
道
場
」で
す
。
Ｓ
Ｉ

Ｈ
と
は
「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」
を

意
味
す
る
「Strike w

hile the Iron 
is Hot

」
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
て
お
り
、

高
校
ま
で
の
受
動
的
学
習
か
ら
、
大
学

で
求
め
ら
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
に
移
行
す
る
た
め
の
心
構
え
や
具

体
的
な
学
習
方
法
を
身
に
つ
け
ま
す
。

こ
の
Ｓ
Ｉ
Ｈ
道
場
は
全
学
で
行
っ
て
お

り
、
理
工
学
部
で
は
研
究
室
見
学
や
レ

ポ
ー
ト
の
書
き
方
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
な

ど
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
「
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
」
を
全
学
必
修
科
目
に
し
ま
す
。

既
に
一
部
試
行
さ
れ
て
お
り
、
理
工
学

部
で
は
入
学
時
に
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
。

講
義
は
前
期
（
15
回
）
に
設
定
さ
れ
て

お
り
、
統
計
学
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

と
の
違
い
や
、
機
械
学
習
な
ど
の
基
礎

を
マ
ス
タ
ー
し
た
後
、
実
際
の
デ
ー
タ

を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま

す
。

　
女
子
学
生
へ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
推
進
部
門
の

「AW
A

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
、
こ
の
４
月
か

ら
「J-SW

EET
」

と
い
う
理
系
の
女
子

学
生
と
女
性
研
究
者

の
活
動
拠
点
を
設
け

ま
し
た
。
気
軽
に
意

見
交
換
す
る
ラ
ン
チ

会
な
ど
、
リ
ケ
ジ
ョ
育
成
を

目
指
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
学
部
の
定
員
は
１
学
年

約
６
０
０
人
で
、
６
割
は
大

学
院
修
士
課
程
に
進
学
し
ま

す
。
大
学
卒
業
時
に
就
職
す
る
者
、
修

士
課
程
修
了
時
に
就
職
す
る
者
に
分
か

れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
就
職
率
は
ほ
ぼ

１
０
０
％※

。
理
工
系
で
す
か
ら
人
材

ニ
ー
ズ
は
高
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
は

学
生
自
身
が
本
当
に
そ
の
企
業
や
職
種

を
望
ん
で
い
る
か
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
、
学
科
長
や
ゼ
ミ
の
指
導

教
授
が
就
職
先
と
な
る
企
業
に
学
生
を

推
薦
し
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
本
学

部
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
推
薦
が
目
立
っ
て
き
ま

し
た
。
Ｏ
Ｂ
が
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
な
っ

て
本
学
を
訪
れ
、
業
務
内
容
を
説
明
し

た
り
、
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

し
た
上
で
見
込
ん
だ
学
生
を
指
名
す
る

の
で
す
が
、
学
生
自
身
も
気
心
の
知
れ

た
先
輩
が
自
社
に
つ
い
て
本
音
で
話
し

て
く
れ
る
の
で
信
用
で
き
る
。
加
え
て
、

先
輩
の
活
躍
ぶ
り
を
見
て
、
数
年
先
の

自
分
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
満
足
度
の
高
い
就
活
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し

た
良
好
な
先
輩
・
後
輩
関
係
が
続
い
て

い
る
こ
と
も
本
学
部
の
長
所
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　
学
生
の
主
体
的
な
活
動
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
も
本
学
部
の
特
徴
で
す
。

学
部
１
年
生
か
ら
大
学
院
生
ま

で
の
約
２
０
０
名
が
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
様
々
な
も

の
づ
く
り
に
挑
戦
。
今
年
で
17

年
目
を
迎
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
は
、
現
在
、
全
学
誰
も
が

活
動
で
き
る
単
位
認
定
科
目

（
通
年
２
単
位
ず
つ
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
や
鳥
人
間
、

ロ
ケ
ッ
ト
製
作
な
ど
様
々
あ
り

ま
す
が
、
も
っ
と
も
本
学
ら
し

い
の
は
「
阿
波
電
鉄
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
し
ょ
う
。
徳
島
県
は

全
国
で
唯
一
電
車
が
走
っ
て
い

な
い
県
で
す
。
こ
の
た
め
、
学

生
が
車
両
を
製
作
し
て
、
現
役

路
線
を
走
ら
せ
る
こ
と
を
目
標

に
設
定
。
現
在
は
６
人
乗
り
の

小
型
電
車
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
中
に
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
資
金
調
達

し
た
り
、
学
外
の
大
会
に
参
加

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま

す
が
、
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
学
生
が

逞
し
く
成
長
し
て
い
ま
す
。
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「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」を
必
修
化

リ
ケ
ジ
ョ
支
援
も
充
実

やまなか・ひでお／1980年京
都大学工学部交通土木工学科卒
業。1983年京都大学大学院工
学研究科博士課程中途退学。
1988年工学博士（京都大学）。
2020年４月から現職。専門は
都市交通計画。

徳島に電車を！の夢を
現実のものにする「阿
波電鉄」プロジェクト

山中 英生理工学部長

単位取得も可能なイノベーションプロジェクト

徳島大学理工学部はノーベル賞受賞者をはじめ、研究者や教育者、大手
企業のCEOなど優れた人材を輩出してきた。今年度からデータサイエ
ンスを必修化するなどカリキュラムを見直しながら、激動する現代社会
で活躍できるイノベーションマインドを養成している。

O
B
も
参
加
す
る

丁
寧
な
就
職
支
援

国
立
大
学
56
工
学
系
学
部
長
会
議

大
学
力

未
来
に
挑
戦

ゲームや自律ロボット製作による実践
的プログラミング教育

工作機器を利用した実験・実習による
ものづくり教育

※

２
０
２
０
年
３
月
卒
修
士
就
職
者
３
０
４
名
／
就
職
希
望
者
３
０
５
名
、
学
部
同
１
７
５
名
／
同
１
７
７
名


